
植物の交差点ここは
こう さ てん

日本海側から
オオタチツボスミレ

東日本から
ミツバツツジ

西日本から
マルバノキ

太平洋側から
ヤマジオウ

二 ホンカモシカ
世界中で日本にしかいない（日本固有
種という）、とてもめずらしいウシの
仲間です。保護のために「特別天然記
念物」に指定されています。こんな動
物が身近にたくさんいるのはすごいこ
とです。

ア ジメドジョウ
水のきれいな川にすむドジョウです。
岐阜県では普通に見られるけれどほか
の地域にはあまりいません。

シ デコブシ
春にきれいな花を咲かせます。
人が作った品種ではなく、加茂
地域には昔から自然に生えてい
た植物です。

二 ホンイシガメ
日本固有種のカメ。岐阜市や名
古屋市のまわりではものすごく
へってしまいましたが加茂地域
には生き残っています。

キ レンジャク・
冬になるとヤドリギという木に集ま
る、とてもきれいな鳥です。尾羽の先
が黄色いのがキレンジャク、赤いのが
ヒレンジャク。

ヒレンジャク
オ オサンショウウオ
1m 以上になる両生類で、世界的にも大変めずら
しいため日本では「特別天然記念物」に指定され
ています。西日本にしかいないので、東白川村が
分布の東のはしになります。こんなすごい生きも
のが身近な川にいます。

シ ロマダラ
「まぼろしのヘビ」といわれることも
あるめずらしいヘビですが、加茂地域
の山にはけっこういるようです。
もしかしたらツチノコもいるかも…？？

タ ニガワナマズ
2018 年に新種としてみつかった日本の
中部地方にしかいないナマズ。

ネ コギギ
岐阜県、三重県、愛知県に
しかいない天然記念物のか

わいい魚です。

ミ カワオサムシ
加茂地域の中だけで３つの亜種に分け
られます。近い場所にたくさんの亜種
がいるのは、とてもすごいことです。

ヒ ダサンショウウオ
山にすむ小さなサンショウウオで、とて
もきれいです。沢（山の水が流れている
小さな川）にいる幼生（大人になる前の
状態）は、このあたりでは「あんこう」
と呼ばれています。

カ ワガラス
水のきれいな渓流（谷を
流れる川）にすむ鳥です。
水にもぐって虫などを食
べます。

ト ラツグミ
山に住む鳥で夜に鳴きます。
昔は妖怪「ぬえ」の声だと
思われていました。 ハ ナノキ

春になると、葉が出るより先に赤い花を
咲かせます。東白川村の「越原ハナノキ
自生地」は天然記念物になっています。

美濃加
茂市 坂祝町 富加町 川辺町 七宗町 八百津

町 白川町 東白川
村

身の回りの山や川には、世界でもめずらしい動物や植物がいるんだよ！
きれいな花や鳥、大きなオオサンショウウオ、めずらしいヘビや魚……　
よその地方にはいない動物や植物もたくさんいる、すごいところなんです。

同じ種類でも住んでいる場所によって少しずつ
ちがう体のとくちょうを持っているものをくべ
つするときに使う分けかたのことです。

「亜種」とは
加茂地

域の自然はすごい

わたした
ちの住んでいる

　このあたりに見られる植物には、いろいろな種類
があります。
　それは、加茂地域が日本の本州のちょうどまん中
あたりにあるためです。ここは、北の雪の多い日本
海側の山からきた植物、南の暖かい太平洋側から飛
騨川にそって上がってきた植物、西日本からきた植
物、東日本からきた植物、といったように、ことな
る地域、ことなる気候の場所からやってきた植物が
生えている、とくべつな場所になっています。
　実は、わたしたちの住む加茂地域は日本の中でも
すごいところなのです。
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